
「羽月西小学校の史跡探訪の取組」 

１．学校名 伊佐市立羽月西小学校 

２．学年・人数 
校区内史跡巡り  教職員 ９人（３年生社会科見学下見） 

フィールドワーク 児 童 14人，職員 ６人，地域の方 20人程度 

３．日時・場所 

⑴ 令和７年７月23日（水） 校区内史跡 

【﨑山東】若宮神社，若宮神社内馬頭観音 

【辺母木】田ノ神(前田橋)，霧島神社 

【川岩瀬】田ノ神(公民館近く)，保食神社 

⑵ 令和７年11月２日（日） 羽月西校区フィールドワーク（校区文化祭内） 

４．活用に取り

組んでいる史跡

の名称・時代・特

徴について 

⑴ 【﨑山東】若宮神社（わかみやじんじゃ） 

元々，本田代にあったが，人口増加にともない﨑山に集落ができ，その 

氏神として遷宮している。仁徳天皇を祭神とする集落の氏神である。 

⑵ 【辺母木】霧島神社（きりしまじんじゃ） 

  辺母木・道川内の氏神として遷宮している。 

⑶ 【川岩瀬】保食神社（ほしょくじんじゃ） 

由緒が不明。ただ，この地の人々が農業を主とする人たちであることを 

考慮すると，牛馬の守護神として祭ったものと思われている。 

５．活用の取組

において地域と

の連携や工夫し

た点等 

 20年近く前に史跡巡りをして，取りまとめた本があり，それを基に地域を

散策した。当時本の制作に携わったコミュニティの方を案内人に依頼し，各

史跡を説明していただいた。人口減少もあり，近年は手入れが行き届いてい

ない箇所も多く，学校と地域が連携をして史跡の研究に取り組んでいる。 

６．取組の様子 

（研究発表等） 

 

 

 

 

 

 
 

７．感想・意見 

 

（参加児童生

徒・保護者・

保存会・教員

等） 

○ 校区内にいろいろな神社や田ノ神があることを，今回の研修で初めて知 

ることができた。まだ，回っていないところがあるので，今後探検してみ 

たいと思った。【児童】 

○ 歴史を感じる立派な建造物が，朽ちてしまっている。子供たちに見ても 

らいたい気持ちはあるが，入り口などを整備しないと見学は難しい。地域 

の方たちと協力して草刈りなど日頃の手入れをできればと思う。【教職員】 

 

地域の方の案内で見学した保食神社 地域の方も一緒にフィールドワーク 

〔史跡の活用事例〕 


